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(57)【要約】
　本発明は、往復式圧縮機に適用されるセミコマンド式
弁システムと、前記セミコマンド式弁システムが設けら
れた圧縮機の容量を調節する方法とに関する。前記セミ
コマンド式弁システムは、第１動作状態にある少なくと
も１つのプリストレスト機械弁（７１、８１）を備える
。これは、少なくとも１つの鉄製部位と、少なくとも１
つの選択的に起動される磁場生成要素（７２、８２）と
を備え、前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の動作
状態は、前記少なくとも１つの磁場生成要素（７２、８
２）を起動させることによって選択的に切り替えられる
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　往復式圧縮機に適用されるセミコマンド式弁システムにして、前記圧縮機は少なくとも
１つのシリンダ（１）と、少なくとも１つのピストン（２）と、少なくとも１つの圧縮室
（３）と、それぞれのオリフィス（７、８）内で作動する少なくとも１つの弁（７１、８
１）とを備えるセミコマンド式弁システムであって、
　動作状態にあり、少なくとも１つの鉄製部位を備える、少なくとも１つのプリストレス
ト弁（７１、８１）と、
　少なくとも１つの選択的に起動される磁場生成要素（７２、８２）とを備え、
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の動作状態は、少なくとも１つの磁場生成要素
（７２、８２）を起動させることによって選択的に切り替えられることを特徴とする、セ
ミコマンド式弁システム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の動作状態が、磁場生成要素（７２、８２）の
少なくとも１つの磁気パルスによって第１動作状態と第２動作状態の間で選択的に切り替
えられることを特徴とする、請求項１に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項３】
　前記弁（７１、８１）の第１動作状態が「開放」状態を備えることを特徴とする、請求
項２に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項４】
　前記弁（７１、８１）の第２動作状態が「閉鎖」状態を備えることを特徴とする、請求
項２に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項５】
　前記弁（７１）が吸込弁を備えることを特徴とする、請求項１に記載のセミコマンド式
弁システム。
【請求項６】
　前記弁（７１）が吐出弁を備えることを特徴とする、請求項１に記載のセミコマンド式
弁システム。
【請求項７】
　前記磁場生成要素（７２、８２）が電気コイルを備えることを特徴とする、請求項１に
記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）とそれぞれの磁場生成要素（７２、８２）とは
少なくとも１つの弁プレート（６）上に配設されることを特徴とする、請求項１から８の
いずれか一項に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項９】
　前記弁（７１）と（８１）の間に少なくとも１つの磁気絶縁体を設けることを特徴とす
る、請求項１に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の非自然発生的な切り換えによって吸込みおよ
び／または吐出しを逆流させることを備えることを特徴とする、請求項１から９に記載さ
れたセミコマンド式弁システムが設けられた圧縮機の容量を調節する方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の自然発生的な閉鎖を遅らせることを特徴とす
る、請求項１０に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの吸込弁（７１）の自然発生的な閉鎖を遅らせることを特徴とする
、請求項１１に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の自然発生的な開放を遅らせることを特徴とす
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る、請求項１０に記載の調節する方法。
【請求項１４】
　前記吐出弁（８１）の自然発生的な開放を遅らせることを特徴とする、請求項１３に記
載の調節する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、往復式圧縮機に適用されるセミコマンド式弁システムと、セミコマンド式弁
システムが設けられた圧縮機を調節する方法とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、本発明は往復式圧縮機の吸込弁および／または吐出弁の強制的な開閉を操作
する手段を提供する。これらの弁を操作することによって、固定速度を備えた往復式圧縮
機の容量を制御することも可能である。
【０００３】
　従来型往復式圧縮機アセンブリに関して：
　往復式圧縮機は作動流体の圧力を変更するとともにそれをポンピングする能力のある機
械および／または装置を備えることが、当業者に既知である。この意味で、より特定の形
態で、往復式圧縮機は、作動流体および可動ピストンを受容することが可能な円筒室によ
って通常画定される圧縮室の容積を制御可能に変更することによって作動流体の圧力を変
更する能力がある。したがって、圧縮室の内部で起こる可動ピストンの変位によって、そ
の容積は交番的（縮小と増大）に変更される。
【０００４】
　加えて、圧縮室の内部の作動流体の取入れ（吸込み）と取出し（吐出し）のステップは
、往復式圧縮機の現在の機能を達成するための重要なステップを成すことも当業者に知ら
れている。さらに、前記ステップは圧縮機の性能のパラメータに直接影響を与える。この
理由により、現状技術は、圧縮室内部の作動流体の吸込みと吐出しを制御することを目的
とした多数の弁システムを備える。
【０００５】
　最新技術の弁システムの従来の機能によると、従来式の吸込弁は通常の閉鎖の構成を有
することが観察され、それらの自動的で非コマンド式の「開放」はもっぱら、ピストンが
上死点にあり、下死点へと下降するときにだけ起こる。即ち、現在の吸込弁は、シリンダ
内部の圧力が吸込室内の圧力よりも低い値に降下するときにだけ「開放」状態に保たれる
ことが可能である。
【０００６】
　現在の吸込弁のこのような操作性は機能的ではあるが、さらに改良されることが可能で
ある。これは、それらが「開放する」ように好ましい圧力差を生成することが必要である
こと、これに関連して、ピストンを動かす電気モータのより大きな始動力に加えて、流体
をポンピングするためのより大きなエネルギー損失が必要とされることが観察されること
による。従来の解決法は、このモータをオーバサイズ化する（それが圧縮機を「始動」で
きるように）こと、また複雑で高コストの特殊な始動システムを使用することも提供して
いる。
【０００７】
　従来式の吐出弁に関して、それらも通常閉鎖の構成を有し、それらの自動的で非コマン
ド式の「開放」はもっぱら、ピストンが下死点から移動し、上死点に向かって進み、それ
によってシリンダ内部の圧力を上昇させるときにだけ、即ちシリンダ内部の圧力が吐出室
内の圧力よりも高くなったときにだけ起こる。
【０００８】
　現在の吐出弁のこのような操作性も機能的ではあるが、モータ速度の維持と併せて、圧
縮機の容量のいかなる種類の調節も阻止してしまう。
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【０００９】
　圧縮機の容量調節に対する現在の代替方法について：
　広く行きわたっている最新技術の理解によると、可変速度を備えた圧縮機だけが動作速
度を変化させ、それによってその容量を調節することが可能であり、所謂オン‐オフ式の
コンピュータはこの利点を有さないことが知られている。
【００１０】
　可変速度を備えた上記圧縮機の場合、それは連続電流（ＶＣＣ）の電気モータに基づい
ているが、圧縮機がその動作速度を低下させるほど、システム（例えば冷凍システムなど
）の中に変位されるガスの量は縮小し、その結果、ガス量の変化を要求するシステムの効
率上昇という利益の増大が得られることが可能であることが観察される。
【００１１】
　変化速度を備えた現在の圧縮機は、永久磁石モータに結合した複雑な電子機器を使用し
、一般的に、この電子機器との磁石の結合は高コストとなる。このような圧縮機の別の制
限として、圧縮機が作動可能となる最小速度がある。これは、この最小回転値も圧縮機の
信頼性に直接関係することによる。
【００１２】
　さらに、圧縮機の容量調節に対する一時的な代替方法として、現状技術は、弁プレート
の吸込および／または吐出オリフィスのそれぞれの機能ステップ中にそれらの直径が相対
的に変更される（部分的に塞がれる）ことが可能となるという特定の解決法を提供してい
る。
【００１３】
　例えば、米国特許第３，８４４，６８６号明細書および米国特許出願公開第２０１０／
００４３８７号明細書は、吸込部および／または吐出部の直径の縮小／拡大を直接または
間接的に促進する能力のある電磁メカニズムについて開示している。それにも関わらず、
そのようなメカニズムは、吸込弁または吐出弁が動作上「開放」されているときにしか当
該の動作性を有しない。
【００１４】
　上述の内容に基づいて、往復式圧縮機の弁システムに関する現状技術は本質的に適応性
の無い、カスタマイズ不能な同等の動作原理に依存していることが明らかに留意される。
【００１５】
　さらに、往復式圧縮機の容量を調節する手段に関する現状技術は、全面的に適用可能で
はない解決方法、あるいは通常の用途では適用されない高コストの解決方法に関したもの
である。
【００１６】
　この状況に基づいて本発明特許は開発された。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】米国特許第３８４４６８６号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１０／００４３８７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明の１つの目的は、動作の圧縮サイクル中の任意の時間にセミコマンド式の能力の
ある往復式圧縮機用の弁システムを提供することである。したがって、本発明の他の目的
は、ここで開示された前記弁システムによって吸込弁および／または吐出弁の選択的操作
を可能にすることである。
【００１９】
　本発明の他の目的は、前記吸込弁および／または吐出弁を選択的に切り替えることによ
って圧縮機の容量を調節する方法を提供することである。この点で、本発明のさらなる目
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的は、作動流体を逆流させることによって容量を調節する方法を提供することである。
【００２０】
　加えて、本発明の目的の１つは、容量を調節する方法において、圧縮機のモータを始動
する助けともなる方法を提供することである。
【００２１】
　最後に、本発明の他の目的は、現状技術から知られている類似目的の解決方法よりも低
コストでより機能的な解決方法を提示することである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　これらおよび他の目的は、往復式圧縮機（少なくとも１つのシリンダと、少なくとも１
つのピストンと、少なくとも１つの圧縮室と、それぞれのオリフィス内で作動する少なく
とも１つの弁とを備える種類のもの）に適用されるセミコマンド式弁システムによって完
全に成し遂げられる。このシステム自体は、少なくとも１つの弁（第１動作状態のプリス
トレスト機械弁を備え、少なくとも１つの鉄製部位を備える）と、少なくとも１つの選択
的に起動される磁場生成要素とを備える。本発明によると、前記少なくとも１つの弁の動
作状態は、前記少なくとも１つの磁場生成要素を起動させることによって選択的に切り替
えられる。
【００２３】
　少なくとも１つの弁の動作状態は、磁場生成要素の磁気パルスによって第１動作状態と
第２動作状態との間で選択的に切り替えられることが好ましい。この意味で、より好まし
い形態では、弁の第１動作状態は「開放」状態として、弁の第２動作状態は「閉鎖」状態
として無作為に指定される。
【００２４】
　ここで、本発明によると、弁は吸込弁、さらに吐出弁を含むことが可能であることを言
及する価値がある。磁場生成要素に関しては、それは電気コイルまたは類似物を含む。さ
らに好ましい態様では、少なくとも１つの弁とそれぞれの磁場生成要素とが少なくとも１
つ弁プラーク上に配設され、以上に開示された概念によるセミコマンド式弁が１つよりも
多い場合には、弁同士の間に磁気絶縁体が設けられる。
【００２５】
　上述の目的は、セミコマンド式弁システムが設けられた圧縮機の容量を調節する方法に
おいて、少なくとも一方の弁の非自然発生的な切り換えによって吸込みおよび／または吐
出しを逆流させることを含む方法の働きによって達成される。
【００２６】
　この意味で、少なくとも一方の弁の自然発生的な閉鎖が遅らされることが可能であり、
またはさらに、少なくとも一方の弁の自然発生的な開放も遅らされる。
【００２７】
　好ましくは、吸込弁の自然発生的な閉鎖に遅れがあり、吐出弁の自然発生的な開放にも
遅れがある。
【００２８】
　往復式圧縮機に適用されるここに開示されるセミコマンド式弁の概念的実施形態につい
て、以下に言及される図に基づいて詳しく説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】ここに開示されるセミコマンド式弁システムが設けられた往復式圧縮機の機能メ
カニズムの図式模型を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明によって、上述の目的を達成するために、往復式圧縮機に適用される新規のセミ
コマンド式システムが開示される。
【００３１】
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　一般的に、前記システムは少なくとも１つの第１動作状態のプリストレスト弁と、少な
くとも１つの鉄製部位と、少なくとも１つの選択的に作動可能な磁場生成要素とを備える
。この方法によって、前記少なくとも１つの弁の動作状態は、少なくとも１つの磁場発生
要素を作動させることによって選択的に切り替えられることが可能である。
【００３２】
　図１に示された概念的実施形態によって、ここに開示されたシステムは、電気コイル７
２、８２と開放状態のプリストレスト弁とを有する装置を使用することが分かる。前記弁
はプリストレスによって開放されたままとなり、前記電気弁は磁場を生成し、それによっ
て弁の閉鎖に有利に働くという機能を有する。
【００３３】
　この基本概念によって、前記特徴は吸込弁７１および／または吐出弁８１に適用される
ことが可能である。
【００３４】
　プリストレスト弁はそれぞれの電気コイルと位置合わせされるよう位置決めされて、そ
れらが活動化されると磁場を生成する状態になり、それによってそのプリストレスト弁を
、オリフィス７、８（吸込オリフィスと吐出オリフィスそれぞれ）を密閉することを目的
とした弁プレート６の方向に引き寄せるようにする。
【００３５】
　したがって、電気モータ（図示されず）の動作速度を変化させる必要なく圧縮機の容量
を調節することが可能である。そうすることによって、前記吸込オリフィス７と前記吐出
オリフィス８を通過する質量を制御して、所望の機能的容量を得るようにして、任意のシ
ステム、より具体的には冷凍システムの効率を上昇させることが可能となる。
【００３６】
　動作中、ここで特許請求されるシステムは吸込弁７１および／または吐出弁８１を、ピ
ストン２（シリンダ１内の往復的な変位を有する）のサイクル中の任意の時間に閉鎖させ
ることが可能であって、そのようにして圧縮室３の容積を拡大または縮小する。弁を閉鎖
しない選択肢もある。したがって、吸込室４および／または吐出室５内で所定の逆流を生
成するように前記弁をしっかりと閉鎖している最中に変更を得ることが可能になり、結果
として、往復式圧縮機を使用するシステム（好ましくは冷凍システム）に送達される作動
流体の量が変更されたということによって容量調節が起こる。
【００３７】
　本発明によるシステムは吸込弁を早めに開放するという利点を有する。これは吸込弁が
開放のプリストレスを伴っていることによる。このような利点は、吸込弁を開放するため
の圧力の低下を意味し、その結果、少ないエネルギーしか圧縮機によって消費されないこ
とになる。さらに、吸込弁は電気コイルが起動される時間に閉鎖し、あるいはプリストレ
スを伴った弁が閉鎖に好都合な圧力勾配に一致するとき閉鎖する。したがって、吸込弁内
の逆流を調節することによって冷凍システムに送達される冷凍ガスフローを変更すること
が可能である。
【００３８】
　この同じ概念が吐出弁にも適用されることが可能であり、ピストンが下死点から始動し
、上死点に向かって移動するときシリンダ内の圧力は上昇し、吐出室内の圧力よりも高く
なる。この時、吐出弁は開放動作を始め、これが前記弁のプリストレスによって促進され
る。ピストンがガスをシリンダの外部に吐き出し、下死点に戻るプロセスが始まると、プ
リストレスを伴った弁は開放されたままとなって、吐出室のガスがシリンダの中に戻るの
を可能にする。この逆流は電気コイルが駆動されると停止し、それによって前記吐出弁を
閉鎖する。前記逆流は、システムに送達されずに容量調節が起こるのを可能にしたガスを
表す。
【００３９】
　さらに、重要なこととして、磁場を発生させ、弁を閉鎖するのに充分な電流を供給する
簡単な電子機器によってコイルの起動が実行されることが可能である。
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【００４０】
　本発明の例示的な実施形態について説明がなされた後、本発明の範囲は、可能な同等の
手段を含む他の可能な変化形態も網羅すると解釈されるべきであり、それらはここに添付
された請求項の内容によってのみ制限される。

【図１】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月24日(2013.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、往復式圧縮機に適用されるセミコマンド式弁システムと、セミコマンド式弁
システムが設けられた圧縮機を調節する方法とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、本発明は往復式圧縮機の吸込弁および／または吐出弁の強制的な開閉を操作
する手段を提供する。これらの弁を操作することによって、固定速度を備えた往復式圧縮
機の容量を制御することも可能である。
【０００３】
　従来型往復式圧縮機アセンブリに関して：
　往復式圧縮機は作動流体の圧力を変更するとともにそれをポンピングする能力のある機
械および／または装置を備えることが、当業者に既知である。この意味で、より特定の形
態で、往復式圧縮機は、作動流体および可動ピストンを受容することが可能な円筒室によ
って通常画定される圧縮室の容積を制御可能に変更することによって作動流体の圧力を変
更する能力がある。したがって、圧縮室の内部で起こる可動ピストンの変位によって、そ
の容積は交番的（縮小と増大）に変更される。
【０００４】
　加えて、圧縮室の内部の作動流体の取入れ（吸込み）と取出し（吐出し）のステップは
、往復式圧縮機の現在の機能を達成するための重要なステップを成すことも当業者に知ら
れている。さらに、前記ステップは圧縮機の性能のパラメータに直接影響を与える。この
理由により、現状技術は、圧縮室内部の作動流体の吸込みと吐出しを制御することを目的
とした多数の弁システムを備える。
【０００５】
　最新技術の弁システムの従来の機能によると、従来式の吸込弁は通常の閉鎖の構成を有
することが観察され、それらの自動的で非コマンド式の「開放」はもっぱら、ピストンが
上死点にあり、下死点へと下降するときにだけ起こる。即ち、現在の吸込弁は、シリンダ
内部の圧力が吸込室内の圧力よりも低い値に降下するときにだけ「開放」状態に保たれる
ことが可能である。
【０００６】
　現在の吸込弁のこのような操作性は機能的ではあるが、さらに改良されることが可能で
ある。これは、それらが「開放する」ように好ましい圧力差を生成することが必要である
こと、これに関連して、ピストンを動かす電気モータのより大きな始動力に加えて、流体
をポンピングするためのより大きなエネルギー損失が必要とされることが観察されること
による。従来の解決法は、このモータをオーバサイズ化する（それが圧縮機を「始動」で
きるように）こと、また複雑で高コストの特殊な始動システムを使用することも提供して
いる。
【０００７】
　従来式の吐出弁に関して、それらも通常閉鎖の構成を有し、それらの自動的で非コマン
ド式の「開放」はもっぱら、ピストンが下死点から移動し、上死点に向かって進み、それ
によってシリンダ内部の圧力を上昇させるときにだけ、即ちシリンダ内部の圧力が吐出室
内の圧力よりも高くなったときにだけ起こる。
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【０００８】
　現在の吐出弁のこのような操作性も機能的ではあるが、モータ速度の維持と併せて、圧
縮機の容量のいかなる種類の調節も阻止してしまう。
【０００９】
　圧縮機の容量調節に対する現在の代替方法について：
　広く行きわたっている最新技術の理解によると、可変速度を備えた圧縮機だけが動作速
度を変化させ、それによってその容量を調節することが可能であり、所謂オン‐オフ式の
コンピュータはこの利点を有さないことが知られている。
【００１０】
　可変速度を備えた上記圧縮機の場合、それは連続電流（ＶＣＣ）の電気モータに基づい
ているが、圧縮機がその動作速度を低下させるほど、システム（例えば冷凍システムなど
）の中に変位されるガスの量は縮小し、その結果、ガス量の変化を要求するシステムの効
率上昇という利益の増大が得られることが可能であることが観察される。
【００１１】
　変化速度を備えた現在の圧縮機は、永久磁石モータに結合した複雑な電子機器を使用し
、一般的に、この電子機器との磁石の結合は高コストとなる。このような圧縮機の別の制
限として、圧縮機が作動可能となる最小速度がある。これは、この最小回転値も圧縮機の
信頼性に直接関係することによる。
【００１２】
　さらに、圧縮機の容量調節に対する一時的な代替方法として、現状技術は、弁プレート
の吸込および／または吐出オリフィスのそれぞれの機能ステップ中にそれらの直径が相対
的に変更される（部分的に塞がれる）ことが可能となるという特定の解決法を提供してい
る。
【００１３】
　例えば、米国特許第３，８４４，６８６号明細書および米国特許出願公開第２０１０／
００４３８８７号明細書は、吸込部および／または吐出部の直径の縮小／拡大を直接また
は間接的に促進する能力のある電磁メカニズムについて開示している。それにも関わらず
、そのようなメカニズムは、吸込弁または吐出弁が動作上「開放」されているときにしか
当該の動作性を有しない。
【００１４】
　上述の内容に基づいて、往復式圧縮機の弁システムに関する現状技術は本質的に適応性
の無い、カスタマイズ不能な同等の動作原理に依存していることが明らかに留意される。
【００１５】
　さらに、往復式圧縮機の容量を調節する手段に関する現状技術は、全面的に適用可能で
はない解決方法、あるいは通常の用途では適用されない高コストの解決方法に関したもの
である。
【００１６】
　この状況に基づいて本発明特許は開発された。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】米国特許第３８４４６８６号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１０／００４３８８７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明の１つの目的は、動作の圧縮サイクル中の任意の時間にセミコマンド式の能力の
ある往復式圧縮機用の弁システムを提供することである。したがって、本発明の他の目的
は、ここで開示された前記弁システムによって吸込弁および／または吐出弁の選択的操作
を可能にすることである。
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【００１９】
　本発明の他の目的は、前記吸込弁および／または吐出弁を選択的に切り替えることによ
って圧縮機の容量を調節する方法を提供することである。この点で、本発明のさらなる目
的は、作動流体を逆流させることによって容量を調節する方法を提供することである。
【００２０】
　加えて、本発明の目的の１つは、容量を調節する方法において、圧縮機のモータを始動
する助けともなる方法を提供することである。
【００２１】
　最後に、本発明の他の目的は、現状技術から知られている類似目的の解決方法よりも低
コストでより機能的な解決方法を提示することである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　これらおよび他の目的は、往復式圧縮機（少なくとも１つのシリンダと、少なくとも１
つのピストンと、少なくとも１つの圧縮室と、それぞれのオリフィス内で作動する少なく
とも１つの弁とを備える種類のもの）に適用されるセミコマンド式弁システムによって完
全に成し遂げられる。このシステム自体は、少なくとも１つの弁（第１動作状態のプリス
トレスト機械弁を備え、少なくとも１つの鉄製部位を備える）と、少なくとも１つの選択
的に起動される磁場生成要素とを備える。本発明によると、前記少なくとも１つの弁の動
作状態は、前記少なくとも１つの磁場生成要素を起動させることによって選択的に切り替
えられる。
【００２３】
　少なくとも１つの弁の動作状態は、磁場生成要素の磁気パルスによって第１動作状態と
第２動作状態との間で選択的に切り替えられることが好ましい。この意味で、より好まし
い形態では、弁の第１動作状態は「開放」状態として、弁の第２動作状態は「閉鎖」状態
として無作為に指定される。
【００２４】
　ここで、本発明によると、弁は吸込弁、さらに吐出弁を含むことが可能であることを言
及する価値がある。磁場生成要素に関しては、それは電気コイルまたは類似物を含む。さ
らに好ましい態様では、少なくとも１つの弁とそれぞれの磁場生成要素とが少なくとも１
つ弁プラーク上に配設され、以上に開示された概念によるセミコマンド式弁が１つよりも
多い場合には、弁同士の間に磁気絶縁体が設けられる。
【００２５】
　上述の目的は、セミコマンド式弁システムが設けられた圧縮機の容量を調節する方法に
おいて、少なくとも一方の弁の非自然発生的な切り換えによって吸込みおよび／または吐
出しを逆流させることを含む方法の働きによって達成される。
【００２６】
　この意味で、少なくとも一方の弁の自然発生的な開放が遅らされる。好ましくは吐出弁
の自然発生的な開放に遅れがある。
【００２７】
　往復式圧縮機に適用されるここに開示されるセミコマンド式弁の概念的実施形態につい
て、以下に言及される図に基づいて詳しく説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】ここに開示されるセミコマンド式弁システムが設けられた往復式圧縮機の機能メ
カニズムの図式模型を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明によって、上述の目的を達成するために、往復式圧縮機に適用される新規のセミ
コマンド式システムが開示される。
【００３０】
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　一般的に、前記システムは少なくとも１つの第１動作状態のプリストレスト弁と、少な
くとも１つの鉄製部位と、少なくとも１つの選択的に作動可能な磁場生成要素とを備える
。この方法によって、前記少なくとも１つの弁の動作状態は、少なくとも１つの磁場発生
要素を作動させることによって選択的に切り替えられることが可能である。
【００３１】
　図１に示された概念的実施形態によって、ここに開示されたシステムは、電気コイル７
２、８２と開放状態のプリストレスト弁とを有する装置を使用することが分かる。前記弁
はプリストレスによって開放されたままとなり、前記電気弁は磁場を生成し、それによっ
て弁の閉鎖に有利に働くという機能を有する。
【００３２】
　この基本概念によって、前記特徴は吸込弁７１および／または吐出弁８１に適用される
ことが可能である。
【００３３】
　プリストレスト弁はそれぞれの電気コイルと位置合わせされるよう位置決めされて、そ
れらが活動化されると磁場を生成する状態になり、それによってそのプリストレスト弁を
、オリフィス７、８（吸込オリフィスと吐出オリフィスそれぞれ）を密閉することを目的
とした弁プレート６の方向に引き寄せるようにする。
【００３４】
　したがって、電気モータ（図示されず）の動作速度を変化させる必要なく圧縮機の容量
を調節することが可能である。そうすることによって、前記吸込オリフィス７と前記吐出
オリフィス８を通過する質量を制御して、所望の機能的容量を得るようにして、任意のシ
ステム、より具体的には冷凍システムの効率を上昇させることが可能となる。
【００３５】
　動作中、ここで特許請求されるシステムは吸込弁７１および／または吐出弁８１を、ピ
ストン２（シリンダ１内の往復的な変位を有する）のサイクル中の任意の時間に閉鎖させ
ることが可能であって、そのようにして圧縮室３の容積を拡大または縮小する。弁を閉鎖
しない選択肢もある。したがって、吸込室４および／または吐出室５内で所定の逆流を生
成するように前記弁をしっかりと閉鎖している最中に変更を得ることが可能になり、結果
として、往復式圧縮機を使用するシステム（好ましくは冷凍システム）に送達される作動
流体の量が変更されたということによって容量調節が起こる。
【００３６】
　本発明によるシステムは吸込弁を早めに開放するという利点を有する。これは吸込弁が
開放のプリストレスを伴っていることによる。このような利点は、吸込弁を開放するため
の圧力の低下を意味し、その結果、少ないエネルギーしか圧縮機によって消費されないこ
とになる。さらに、吸込弁は電気コイルが起動される時間に閉鎖し、あるいはプリストレ
スを伴った弁が閉鎖に好都合な圧力勾配に一致するとき閉鎖する。したがって、吸込弁内
の逆流を調節することによって冷凍システムに送達される冷凍ガスフローを変更すること
が可能である。
【００３７】
　この同じ概念が吐出弁にも適用されることが可能であり、ピストンが下死点から始動し
、上死点に向かって移動するときシリンダ内の圧力は上昇し、吐出室内の圧力よりも高く
なる。この時、吐出弁は開放動作を始め、これが前記弁のプリストレスによって促進され
る。ピストンがガスをシリンダの外部に吐き出し、下死点に戻るプロセスが始まると、プ
リストレスを伴った弁は開放されたままとなって、吐出室のガスがシリンダの中に戻るの
を可能にする。この逆流は電気コイルが駆動されると停止し、それによって前記吐出弁を
閉鎖する。前記逆流は、システムに送達されずに容量調節が起こるのを可能にしたガスを
表す。
【００３８】
　さらに、重要なこととして、磁場を発生させ、弁を閉鎖するのに充分な電流を供給する
簡単な電子機器によってコイルの起動が実行されることが可能である。
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【００３９】
　本発明の例示的な実施形態について説明がなされた後、本発明の範囲は、可能な同等の
手段を含む他の可能な変化形態も網羅すると解釈されるべきであり、それらはここに添付
された請求項の内容によってのみ制限される。
【手続補正書】
【提出日】平成26年3月3日(2014.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セミコマンド式弁システムを備える往復式圧縮機にして、少なくとも１つのシリンダ（
１）と、少なくとも１つのピストン（２）と、少なくとも１つの圧縮室（３）と、それぞ
れのオリフィス（７、８）内で作動する少なくとも１つのプリストレスト弁（７１、８１
）とを備える往復式圧縮機であって、前記システムは、
　第１動作状態にあり、少なくとも１つの鉄製部位を備える少なくとも１つのプリストレ
スト弁（７１、８１）と、
　少なくとも１つの選択的に起動される磁場生成要素（７２、８２）とを備え、
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の動作状態は、少なくとも１つの磁場生成要素
（７２、８２）を起動させることによって第１動作状態と第２動作状態との間で選択的に
切り替えられ、前記弁（７１、８１）の第１動作状態は「開放」状態を備え、
　少なくとも１つの弁（７１、８１）の動作状態は、自動的に第２動作状態と第１動作状
態との間で切り替わり、前記弁（７１、８１）の第２動作状態は「閉鎖」状態を備え、
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）とそれぞれの磁場生成要素（７２、８２）とは
少なくとも１つの弁プレート（６）上／内に配設されることを特徴とする、往復式圧縮機
。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の動作状態が、磁場生成要素（７２、８２）の
少なくとも１つの磁気パルスによって第１動作状態と第２動作状態の間で選択的に切り替
えられることを特徴とする、請求項１に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項３】
　前記弁（７１）が吸込弁を備えることを特徴とする、請求項１に記載のセミコマンド式
弁システム。
【請求項４】
　前記弁（７１）が吐出弁を備えることを特徴とする、請求項１に記載のセミコマンド式
弁システム。
【請求項５】
　前記磁場生成要素（７２、８２）が電気コイルを備えることを特徴とする、請求項１に
記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項６】
　前記弁（７１）と（８１）の間に少なくとも１つの磁気絶縁体を設けることを特徴とす
る、請求項１に記載のセミコマンド式弁システム。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の非自然発生的な切り換えによって吸込みおよ
び／または吐出しを逆流させることを備えることを特徴とする、請求項１から６に記載さ
れたセミコマンド式弁システムが設けられた圧縮機の容量を調節する方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの弁（７１、８１）の自然発生的な開放を遅らせることを特徴とす
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る、請求項７に記載の調節する方法。
【請求項９】
　前記吐出弁（８１）の自然発生的な開放を遅らせることを特徴とする、請求項８に記載
の調節する方法。
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